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スプリントオリエンテーリングマップにおける複雑な都市構造

でのマッピングとコースプランニングのためのガイドライン 

この文書の目的は、スプリントオリエンテーリングマップに複雑な都市構造をマッピングし描画

するためのガイドラインを提供し、解決策を提示することである。 

 

1 1 なぜこれが重要なのか？ 

オリエンテーリングマップにおける複雑な都市構造物のマッピングは、長い間問題になってい

る。ISSprOM2019 では、道路にかかる橋のような単純な上下二階層構造をより読みやすくするた

めに、新しい地図記号「重層構造の舗装区域」が作られた。この変更にもかかわらず、都市部の

状況によっては十分な解決になっていない。複雑な 3 次元都市構造から来る走行階層の重なりの

2 次元表現の問題は、いくつかの領域に分けることができる。 

1. 下階層・上階層の認識に関連する地図記号の使用 

2. 高架構造物の表現（競技には使用せず、情報価値とする） 

3. 大きな構造の下層にある情報の欠  

これらの問題を解決するために、IOF 地図委員会は ISSprOM をバージョン 2019-2 に更新し、いく

つかの地図記号が明確化・変更された。これらのガイドラインは、様々な状況下での複雑な都市

構造に関連する選択された地図記号の使用を説明するものである。 
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2 競技者にとっての公平性が最優先 

地図に描かれるテレインが多層構造で非常に複雑な場合、これらのガイドラインはオリエンテ

ーリングマップ上でそれらをどのように表現するかについて、マッパーに多くのヘルプを提供す

るとき、とある状況がある。 

オリエンテーリング地図には、「興味深い」都市構造物を記載したいという強い誘惑があり、

コースの難易度を向上させるために、しばしばこれは完全に許容される。しかし、 IOF イベント

では、現在の地図図式では適切に地図表現できないような構造物を記載することは許されな 

い。 

これは、構造物にどこから出入りできるのか、どの階層にあるのか、ある階層から別の階層へ

どのように移動するのかが、地図から（通常、高速で走りながら）理解できる必要があることを

意味する。また、どの部分が上層で、どの部分が下層なのか、また、階段が上層へ上がるのか、

下層へ下がるのか、を素早く簡単に識別できることも重要である。2 階層以上の構造物をマッピ

ングすることは、ほとんど適切ではない。 

その構造物をどのようにマッピングするのが最善なのか見出すことが難しい場合、または、走

っていないときにマップを見てもわかりにくい場合は、おそらく競技中のアスリートにとっては

複雑すぎて理解できないだろう。 

どのような競技においても、公平性が最も重要である。IOF フット O 競技規則の以下のセクシ

ョンは、公正さに関してコースプランナーとイベントアドバイザーの指針となるものである。 

- 31.6.  IOF イベントアドバイザーは、ルールが守られ、間違いが回避され、公正さが最優

先されるようにしなければならない。 

- 付録 2、コースプランニングの原則 2.3. コースプランナーの黄金律：コースプランナーは、

以下の原則を念頭に置かなければならない。…競技の公平性を保つこと。 

- 付録 2、コースプランニングの原則 2.3.2. 公平性は、競技スポーツにおける基本的な要件

である。コースプランニングとコース設定の各段階で最大限の注意を払わない限り、オ

リエンテーリング競技では運の影響が大きくなる。コースプランナーは、競技が公平で

あること、およびすべての競技者がコースのあらゆる部分で同じ条件になることを担保

するために、そのようなすべての要素を考慮しなければならない。 

- 付録 2、コースプランニングの原則 3.4.2. レッグの公平性：いかなるレッグも、競技条件

下で競技者が地図から予測できないような有利・不利なルート選択を含んではならない。

競技者が立入禁止区域や危険な区域を横断することを促すようなレッグは、避けなけれ

ばならない。 

地図とテレインがすべての競技者にとって適切かつ公平であることを確認することは、大会運営

組織（特にコースプランナー、コントローラー、イベントアドバイザー）の責任である。 
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以下の例は、ノルウェーの Gjøvik から問題のある状況を示している。地図サンプル 1 は、ISSprOM 

2019-2 に従った状況の可能なマッピングを示す。地図サンプル 2 は、競技者の可能なルート選択

を示す。長い階段は、ストライプで示されるように、上層階に通じている。長い階段の先ですぐ

に右に曲がると、小さな階段を通って立体構造を表す三角形の線（2 つの三角形が描かれている）

でアクセスする下層に行くことができる。長い階段の先には三角形がなく、上層に通じているこ

とがわかる（ストライプで 2 つの階層が示されている）。 青い矢印は正しい。赤い矢印は、下の

階層へ降りる階段がなければ不可能である。 

このような地図は、すぐに理解することが難しいので、競技会では、ブリテンにより地図と写

真でこの状況を明確にすることが必要である。もし、ブリテンで状況が十分に説明されない場合

は、公平な競技を行うために、この方法ではマッピングせず、地図サンプル 3 のように主走路階

層（ここでは上層）のみをマッピングする。 
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3 状況に応じて使い分ける地図記号の例 

3.1 地図記号 512.3 2 つの階層を通過可能な区域 

  

 

 

地図記号 512.3 2 つの階層を通過可能な区域は、ISSprOM2019

第 1 版で初めて公開された地図記号の(旧)501.2 重層構造の舗

装区域の再定義と付番を行ったものである。この 2 年間で、

この記号がうまく機能し、また他のいくつかの面記号との組

み合わせでも機能することが証明された。この記号の使用は

現在広がっているが、2 つの階層の状況に対してのみ適用され

る。立入禁止の面状地物（地図記号 411 と 520）の境界は、地

図記号 512.3 と重なる場合、細い黒線で強調されるべきである

（例えば、地図記号 415、501.1 または 520 の境界によっ

て）。 
 

 

地図記号 512.3 2 つの階層を通過可能な区域は、以下の記号と

組み合わせることができる。 

• 213 開けた砂地 (403 のストライプで置換)  

• 214 露岩 

• 301 通行不能の水域  

• 302 渡れる水域 

• 401 開けた土地 

• 402 まばらに木の生えた開けた土地 (401 のストライプを

使用)  

• 403 開けた荒地 

• 404 まばらに木の生えた開けた荒地 (403 のストライプを

使用)  

• 406 植生：速度低下 

• 408 植生：走行困難   

• 410 植生：通行困難 

• 411 通行不能な植生  

• 412 耕作地 (401 のストライプを使用)  

• 413 果樹園 (401 または 403 のストライプを使用)  

• 414 ブドウ園またはそれに類似するもの (401 または 403

のストライプを使用)  

• 501 舗装区域  

• 501.3 まばらに木の生えた舗装区域 (501 のストライプを使

用)  

• 520 立入禁止区域 

• 522  天蓋(キャノピー) 

• 709 立入禁止区域 (100% upper purple のストライプを使用) 

• 714 特設の建造物もしくは閉鎖区域 (100% upper purple の

ストライプを使用) 
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3.2 橋とトンネル 

3.2.1 単純な橋 (下部を通行できない) 

下部を通行できない単純な橋は、地図記号 515 通行

不能の壁で表記する。 

. 

 
 

 
 

 
 

3.2.2 橋やトンネルの入口 (下部を通行可能) 

下部を通行可能な単純な橋は、地図記号 512.1 橋また

はトンネルの入口で表記する。2 階層のエリアはシン

ボル 512.3 Area passable at two levels を使って強調す

る。512.1 Bridge or tunnel entrance 記号の三角形の頂

点の先にある黒いオブジェクト（例えば道路の端）

には、地図上の隙間 0.15mm が適用される。 
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3.2.3 アンダーパスまたはトンネル 

512.2 アンダーパスまたはトンネルは、低層部の範囲

を定義する。線の始点と終点には 0.2 mm の隙間を適

用する。破線の最小値は 2 本である。この線は，低

層部の範囲を定義する他の境界線がない場合に使用

される。 

 

 
橋の幅が狭い場合、512.2 アンダーパスまたはトンネ

ルの破線は省略される（破線の最小値の 2 本を適用

することは不可能であ る）。従って、下層の区域の

端は、記号 512.3 Area passable at two levels のみで区

切られる。. 
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チェコのオストラバにある長い歩道橋に対する 512.1

橋またはトンネルの入口の適用例（地図は磁北に向

けていない）。C 地点と D 地点は数メートルの高さの

洪水防止壁で仕切られており、他の境界と区別する

ために、通行不能の崖として描かれている。洪水防

止壁と階段の間にある歩道橋の下を通る自転車道が

ある。通常、最小寸法は三角形 2 つであるが、この

複雑な状況では 512.1 の三角形が 1 つの三角形に減ら

される。下層の橋の下の障壁は 512.2 アンダーパスま

たはトンネルで描かれる。

 
 

 
A 地点 

 

 
B 地点 

 

 
C 地点 

 

 
D 地点 (Streer View なし) 

 

https://mapy.cz/zakladni?x=18.2969093&y=49.8398226&z=19&pano=1&pid=50900361&yaw=4.650&fov=1.257&pitch=0.190
https://mapy.cz/zakladni?x=18.2954922&y=49.8393387&z=18&pano=1&pid=50900851&yaw=5.606&fov=1.257&pitch=0.038
https://mapy.cz/zakladni?x=18.2946282&y=49.8390574&z=18&pano=1&pid=6132553&yaw=5.813&fov=1.257&pitch=-0.201
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E 地点 

チェコのプラハ会議場の複雑なエリアにおける 512.2 

アンダーパスまたはトンネルの適用例 

 

 
A 地点 ループ橋、南東から撮影 

 
B 地点 下層、南東から撮影 

 

https://mapy.cz/zakladni?x=18.2942065&y=49.8390664&z=19&pano=1&pid=69299952&yaw=1.019&fov=1.257&pitch=-0.011
https://mapy.cz/zakladni?x=14.4312012&y=50.0622601&z=18&pano=1&base=ophoto&pid=70226409&yaw=5.876&fov=1.257&pitch=0.144
https://mapy.cz/zakladni?x=14.4314743&y=50.0629291&z=18&pano=1&base=ophoto&pid=56460378&yaw=5.986&fov=1.257&pitch=0.090
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3.2.4 下層のみ走行可能な橋 

ラトビアのリガの例では、上層部は鉄道であり、立

入禁止区域であるため、全くマッピングされていな

い（上層部は走行不可）。シンボル 512.1 橋または

トンネルの入口は、走行レベルより上に高架がある

ことだけを示している。この方法によって、下層部

の状況を明確に示すことができる。

 

 
A 地点 北西から撮影 

ノルウェーのトロンハイムの類似例では、上層部が

鉄道で省略されています。 

 
 

 
B 地点 南西から撮影 

 
C 地点 北から撮影 

https://www.google.com/maps/@56.9266838,24.0714385,3a,75y,132.76h,69.9t/data=!3m7!1e1!3m5!1sAF1QipNhRq_ImTusHv311Itr4Z-i_ZQFjpMd2PMjCx_3!2e10!3e12!7i12288!8i4220
https://www.google.com/maps/@63.4370169,10.4144185,3a,75y,25.08h,93.77t/data=!3m6!1e1!3m4!1sL_FHkKa4FqBKehGq_EJ2cw!2e0!7i16384!8i8192
https://www.google.com/maps/@63.4375355,10.4146255,3a,75y,204.11h,94.39t/data=!3m6!1e1!3m4!1sNOFQ_Er-UkDCmJUpRUnFAQ!2e0!7i16384!8i8192
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この解決策は、高架構造物にも適用される（競技に

は使われない、情報価値がある）。例は、プラハの

ヌーセルスキー橋である。橋の下には都市公園と住

宅地がある。上層部はマッピングされず、三角形の

線が巨大な橋梁構造の範囲を区切り、下層部の通行

可能なレベルは詳細にマッピングされている。

 
 

 
D 地点 東側から撮影 

 
E 地点 南から撮影 

 

3.3 新地図記号 501.2 下層の舗装区域の段差または縁 の使用 

二層構造で面積が大きい場合は、地図記号 501.2 下層

の舗装区域の段差または縁を用いて、下層の重要な

縁を表記すると、ナビゲーションに役立つ。橋の両

側には、地図上の隙間 0.15mm が適用される。下層部

には他の地図記号を使用してはならない。

 

写真なし 
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3.4 地図記号 522 天蓋(キャノピー) の使用 

地図記号 522 天蓋(キャノピー)で表現すべき例／してはならない例。 

天蓋(キャノピー)を使う 天蓋(キャノピー)を使わない 

 
建物を通り抜けられる→ 天蓋(キャノピー) 記号を使

用する 

 
高すぎる位置のキャノピー → 地図に表記しない 

 
建物の一部の下を走行可能 → 天蓋(キャノピー) 記号

を使用する 

 
傾斜する壁は地表面の状況で表記する → 建物記号を

使用する 
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地物を通り抜けられる → 天蓋(キャノピー) 記号を使

用する 
 

地物を通り抜けられない → 建物記号を使用する 

 
単純な橋にかかる天蓋（下は水部）→ 天蓋(キャノピ

ー) 記号を使用する 

 
橋にかかる天蓋（下を通行できない）→ 天蓋(キャノ

ピー)は省略可、2 つの階層の記号で表記される 

 

 
下部を通行可能な大きなバルコニー → 天蓋(キャノピ

ー)記号を使用する  
小さすぎる、高すぎるバルコニー → 省略されるべき. 
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建物と建物をつなぐ橋が競技者の視界に位置する場

合 → 天蓋(キャノピー)記号を使用する 

 
建物と建物をつなぐ橋が高すぎる場合 → 省略される

べき 

 
地物を通り抜けられる → 天蓋(キャノピー)記号を使

用する 

 
地物を通り抜けられない → 建物記号を使用する 
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